
ジェモセラピー （2021 年 2 月発行第一版第一刷）　正誤表
以下の部分に誤りがございました。お詫びして訂正いたします。

箇所 誤 正

54 頁 「インポテンツ」4 行目 Fraxinus excelsior
（セイヨウトネリコ芽）

Fraxinus excelsior semi
（セイヨウトネリコ種子）

54

インポテンツ

インポテンツ

性行為ができない男性性器の状態

主に感情的な問題によって起こりますが、物理的な理由もあります。

•  ジェモレメディでは、Fraxinus excelsior semi（セイヨウトネリコ種子）や
Quercus pedunculata（ヨーロッパナラ芽）が使用できます。

•  多くの場合は肝臓疾患（脂肪肝、肝機能障害）がみられるため、Rosmarinus 
officinalis（ローズマリー小枝）やホメオパシーレメディ Nux vomica 5C（7C）
を 3粒、1日 2～ 3回、最低 1か月間続けることを推奨します。

•  Betula pubescens amenti（ヨーロッパダケカンバ尾状花序）、年齢が高い場合、
特に Sequoia gigantea（セコイアオスギ小枝）も組み合わせて用います。

•  感情的な問題または睡眠障害が主な原因の場合、就寝前または就寝時は、上記
レメディに Tilia Tomentosa（セイヨウボダイジュ芽）を組み合わせて用います。

う蝕（虫歯）

病状の進行によりエナメル質と象牙質の破壊を引き起こし歯が欠損する

う蝕は、体内のミネラルバランスの乱れにより起こり、エナメル質に侵入します。
野菜不足などが原因でリン、フッ素、カルシウム、マグネシウム、マンガン、シリカ
などのミネラルが十分摂取できていないことや、尿や汗で大量のミネラルを失うこと、
コーヒー、コーラ、炭酸飲料、タバコなどによるミネラルのバランスの崩れ、不適切
な口腔ケアや毎日の歯磨きの欠如などが、う蝕の一因になります。
体内、特に歯列内のミネラルのバランスを調整するための、二つの重要なレメディ
の組み合わせを提案します。

•  Abies pectinata（ヨーロッパモミ芽）を 35～ 40滴、水で希釈したものを朝、
Betula verrucosa（シルバーバーチ芽） を 35～ 40滴、水で希釈したものを夜に
飲用します。毎日、2～ 3か月間続けます。このトリートメントの流れは、1
か月間休止した後にまた再開できます。

•  ホメオパシーレメディ Apatit 5C、3粒を 1日 3回、Parathyroidea 5C、 3粒 1
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